
新
刊
紹
介

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ー
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム

『
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
芸
術
哲
学
』

O

フ
ォ
ン
・
ヘ
ル
マ
ン

（
目
次
、
緒
言
　
二
十
五
頁
、
本
文
　
三
七
二
頁
）

加
藤
　
哲
弘
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一
津
川
a
詠
9
・
≦
一
義
鉱
ヨ
＜
o
郎
出
Φ
畦
ヨ
き
『
寓
⑦
凱
①
σ
Q
ぴ
Q
禽
。
。

　
　
　
勺
讐
δ
ω
8
匿
①
腰
越
駁
¢
窃
甘
草
一
器
。
。
巻
8
ヨ
毘
。
・
。
冨

　
　
　
H
導
①
臼
お
寅
翫
8
　
八
雲
　
口
9
N
≦
①
σ
q
？
〉
げ
冨
註
冨
昌
σ
q

　
　
　
ζ
U
興
¢
冨
箕
毒
σ
q
鮎
。
。
。
内
暮
ψ
8
芝
①
穿
Φ
ω
、
．
’
≦
窪
。
甑
。

　
　
　
函
ざ
。
。
け
2
ヨ
碧
P
　
閃
話
巳
同
質
門
［
　
p
誉
　
榎
町
ロ
．
　
這
。
。
O

　
　
　
（
×
×
＜
ω
・
十
G
◎
団
卜
。
ω
●
）

　
マ
ル
チ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
論
文
集
『
森
の
道
』
（
頃
。
ぎ
≦
o
α
q
o
“

お
α
O
）
に
は
、
『
芸
術
作
品
の
根
源
』
（
U
臼
¢
謎
箕
8
σ
q
伽
Φ
ω
囲
缶
蕊
掌

≦
①
蒔
①
。
。
“
お
ω
㎝
＼
ω
①
‘
以
下
『
根
源
』
と
略
記
）
と
題
さ
れ
た
講
演
が
収
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
本
書
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
こ
の
講
演
論

文
を
テ
キ
ス
ト
と
し
、
そ
の
「
体
系
的
解
釈
偏
を
通
し
て
、
「
存
在
へ
の
問

い
か
ら
構
想
さ
れ
る
芸
衛
哲
学
の
要
綱
を
提
示
す
る
」
（
緒
言
ω
●
日
日
．
）

試
み
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
テ
キ
ス
ト
の
冒
頭
か
ら
一
文
一
文
を
忠
実
に
追

跡
す
る
と
い
う
形
で
遂
行
さ
れ
る
。
従
っ
て
読
者
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
と

っ
た
思
索
の
歩
み
の
跡
を
、
本
書
を
通
し
て
一
歩
一
歩
た
ど
っ
て
ゆ
く
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
の
方
法
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
本
書

新
　
刊
　
紹
　
介

は
『
根
源
』
の
註
釈
書
（
囲
（
O
h
口
口
P
Φ
諮
け
鋤
『
）
と
し
て
の
性
格
を
色
濃
く
持

っ
て
い
る
。
著
者
の
フ
ォ
ン
・
ヘ
ル
マ
ン
氏
は
最
晩
年
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
の

身
近
に
あ
っ
て
、
手
稿
の
整
理
等
に
携
わ
っ
た
。
ま
た
、
同
氏
は
全
集

版
の
『
森
の
道
』
の
編
集
者
で
も
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
本
書
は
『
根

源
』
に
つ
い
て
の
最
も
信
頼
の
お
け
る
註
釈
書
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で

き
よ
う
。

　
テ
キ
ス
ト
と
さ
れ
た
『
根
源
』
の
方
は
、
問
題
の
概
要
を
提
示
す
る
序

論
と
、
「
物
と
作
品
」
「
作
贔
と
真
理
」
「
真
理
と
芸
術
」
と
題
さ
れ
た
三

つ
の
部
分
か
ら
な
る
本
論
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
本
書
で
も
こ

の
テ
キ
ス
ト
と
ほ
ぼ
同
じ
構
成
が
と
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
著
者
に
よ
っ
て

全
部
で
四
十
六
節
に
わ
た
る
細
か
い
章
分
け
が
な
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
見
出

し
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、

　
序
論
は
三
節
か
ら
な
り
、
「
『
根
源
』
論
文
の
表
題
解
明
で
始
ま
る
、
問

題
の
構
成
表
示
的
な
提
示
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。

　
第
一
篇
「
物
と
芸
術
作
品
」
は
二
章
十
ご
節
に
分
か
れ
る
。
第
一
章
は

「
芸
術
作
口
叩
に
お
け
る
物
的
な
と
こ
ろ
を
規
定
す
る
た
め
の
先
行
的
な
聞

一
二
五
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哲
学
研
究
　
第
五
百
四
十
三
号

い
（
く
。
駄
冨
σ
q
Φ
町
費
象
①
　
じ
ロ
①
ω
江
ヨ
ヨ
¢
昌
σ
q
鉱
。
。
。
O
ぎ
σ
q
訂
津
窪
田
ヨ

囚
§
ψ
毫
。
鱒
）
と
し
て
の
、
物
が
物
で
あ
る
こ
と
へ
の
存
在
論
的
な
問

い
」
で
あ
り
、
第
二
章
は
「
芸
術
作
田
が
根
源
的
に
作
品
で
あ
る
こ
と
の

中
で
、
芸
術
作
贔
の
直
接
経
験
へ
と
躍
入
（
同
案
ω
實
巷
σ
q
）
す
る
こ
と
」

と
な
っ
て
い
る
。

　
第
二
篇
「
芸
術
作
贔
と
真
理
」
は
三
章
十
三
節
に
分
か
れ
、
第
一
章
は

「
芸
術
作
品
の
本
質
関
連
を
解
放
す
る
た
め
の
準
備
的
考
察
」
、
第
二
章

は
「
芸
術
作
品
が
作
品
で
あ
る
こ
と
に
お
け
る
、
二
つ
の
本
質
特
性
」
、

第
三
章
は
「
芸
術
作
品
に
お
け
る
真
理
の
生
起
」
と
題
さ
れ
る
。

　
第
三
回
目
真
理
と
芸
術
」
は
四
章
十
八
節
に
分
か
れ
、
第
一
章
は
「
芸

術
的
創
造
と
芸
術
作
品
が
創
造
さ
れ
る
こ
と
」
を
、
第
二
章
は
「
芸
術
作

品
の
保
存
」
を
、
第
三
章
は
「
芸
術
作
品
の
物
的
な
と
こ
ろ
へ
向
け
ら
れ

て
い
た
発
端
の
問
い
（
Φ
凶
巳
蝕
8
⇔
島
Φ
閃
盃
σ
Q
o
昌
9
0
｝
り
α
o
ヨ
O
ぎ
α
q
7
£
。
坤
①
添

山
①
ω
国
導
。
。
葺
①
路
霧
）
へ
の
答
」
を
、
第
四
章
は
「
芸
術
作
品
の
本
質
」

を
、
そ
れ
ぞ
れ
論
じ
る
。

　
以
下
、
本
書
の
こ
の
構
成
に
従
っ
て
内
容
を
紹
介
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し

よ
う
。
尚
、
テ
キ
ス
ト
（
『
根
源
』
）
に
付
さ
れ
た
「
あ
と
が
き
」
（
累
鋤
0
7

乏
。
昌
）
は
、
本
書
で
は
第
三
篇
第
四
章
の
最
後
の
節
（
第
四
十
六
節
）
で
、

テ
キ
ス
ト
本
文
と
の
闘
連
の
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
本
書
の
序
論
お
よ
び
第
一
篇
は
、
『
根
源
騙
に
お
け
る
序
論
、
お
よ
び

本
論
中
の
「
物
と
作
品
」
の
部
分
に
離
応
ず
る
。
こ
こ
で
著
者
は
、
ハ
イ

デ
ガ
ー
の
思
索
展
開
を
支
配
す
る
心
慮
の
現
象
学
的
方
法
を
問
題
に
し
な

＝
一
六

が
ら
、
物
（
序
論
、
第
一
ケ
日
一
章
）
、
次
い
で
道
具
（
第
二
章
）
に
対
し
て

な
さ
れ
た
存
在
論
的
な
規
定
を
考
察
し
て
い
る
。

　
既
に
『
存
在
と
聴
間
』
（
ω
O
ぎ
募
島
N
①
搾
”
お
ト
⊃
N
以
下
ω
N
と
略
記
）

の
中
で
示
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
現
象
学
に
お
け
る
現
象

と
は
、
存
在
巻
の
現
象
の
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
存
在
考
と
の
関
連

の
中
で
さ
し
あ
た
っ
て
は
隠
蔽
さ
れ
て
い
る
も
の
、
即
ち
存
在
と
い
う
現

象
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
う
し
た
翼
象
を
分
析
す
る
際
に
は
、
分
析
の

「
膿
発
」
（
》
環
ω
σ
q
鶉
。
5
仔
Q
）
、
現
象
へ
の
「
接
近
」
（
N
臼
α
Q
碧
σ
q
）
、
隠
蔽
の
中

を
通
り
抜
け
て
ゆ
く
「
通
過
」
e
葺
0
7
σ
q
9
。
ご
σ
q
）
の
た
め
に
、
独
自
の
方

法
が
確
保
さ
．
れ
ね
げ
W
な
ら
・
な
い
（
く
α
Q
劉
ω
N
旧
⑳
メ
O
）
。
フ
ォ
ン
・
ヘ
ル
マ

ン
馬
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
出
発
」
・
「
接
近
」
・
「
通
過
」
と
い
う
現
象
学
的

脚
力
法
の
三
つ
の
基
本
手
続
き
は
、
　
一
九
二
七
年
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
講
義

『
現
象
学
の
根
本
問
題
』
（
O
N
§
ほ
箕
。
鉱
Φ
B
①
亀
臼
℃
ぴ
習
。
ヨ
。
諏
。
δ
ぴ
q
坤
。
”

Ω
①
。
。
自
筆
6
器
σ
q
葛
2
じ
q
拝
漣
）
の
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
「
還
元
」

（
菊
a
危
容
陣
。
コ
）
・
「
構
成
」
（
宍
。
塁
け
把
簿
凶
8
）
・
「
破
壊
」
（
O
窃
窪
気
無
§
）

と
い
う
三
つ
の
術
語
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
。
そ
し
て
こ
の
本
書
の
著
者

は
、
『
根
源
』
に
お
け
る
議
論
の
展
覧
が
こ
う
し
た
現
象
学
の
基
本
手
続

き
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
促
す
の
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
『
根
源
』
で
は
ま
ず
物
が
物
で
あ
る
こ
と
の
把
握
が
、
こ

の
方
法
に
基
づ
い
て
試
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
，
物
の
本
来
の
存
在

様
態
は
、
実
は
既
に
鷹
接
経
験
の
中
で
先
行
的
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
は
物
の
自
生
自
足
の
姿
（
畠
p
爵
ψ
堕
σ
Q
睾
譲
ぎ
げ
。
。
蒔
。
　
毒
α
　
H
諺
6
葺
午

訂
巳
①
畠
興
O
貯
α
q
①
）
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
物
に
つ
い
て
の
伝
統
的
な
諸

概
念
で
は
こ
の
姿
を
把
握
で
き
な
い
。
そ
こ
で
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
物
を
こ
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の
本
来
の
姿
に
お
い
て
規
定
す
る
た
め
に
は
、
「
物
に
い
わ
ば
自
由
な
場

を
与
え
て
、
物
が
自
分
の
物
的
な
と
こ
ろ
（
O
ぎ
㈹
講
論
①
。
。
）
を
直
接
示
す

よ
う
に
し
て
や
る
」
（
頃
。
訂
壽
ぴ
Q
少
ω
．
嵩
）
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
た
の
で

あ
っ
た
。
著
老
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
表
現
を
注
意
深
く
解
き
ほ
ぐ
し
て
ゆ

く
。
そ
し
て
著
者
は
、
「
ま
だ
現
象
学
的
構
成
は
欠
け
て
い
る
が
、
現
象

学
的
阻
1
8
元
と
一
体
化
し
た
現
象
学
的
破
壊
」
へ
本
書
、
ω
誌
。
）
の
手
続
き
が

こ
こ
で
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
即
ち
、
こ
こ
で
は
ま
ず

　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

分
析
の
娼
発
に
あ
た
っ
て
、
「
探
究
の
ま
な
ざ
し
（
b
づ
一
δ
犀
）
」
を
存
在
者

（
物
）
に
つ
い
て
の
慣
例
的
な
解
釈
か
ら
引
き
離
し
て
、
こ
の
ま
な
ざ
し
を

「
そ
の
存
在
者
の
存
在
理
解
の
方
へ
と
戻
し
て
や
る
（
菊
⇔
簿
露
鐸
毒
σ
q
）
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

（
φ
ω
Q
。
臨
’
）
と
い
う
、
現
象
学
的
還
元
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
伝
統
的
な
解
釈
に
対
す
る
こ
う
し
た
批
判
的
な
認
識
は
、
こ
の
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

在
者
の
存
在
へ
の
よ
り
積
極
的
な
接
近
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

い
。
つ
ま
り
物
の
存
在
構
造
は
、
現
象
学
的
構
成
が
な
さ
れ
で
は
じ
め
て

概
念
的
に
明
確
な
形
で
把
握
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
（
尚
、
物
の
存
在

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

構
造
の
現
象
学
的
構
成
は
「
真
理
と
芸
術
」
の
部
分
で
は
じ
め
て
完
成
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
）
し
か
し
、
こ
う
し
た
還
元
と
構
成
の
手
続
き
が
可

能
に
な
る
た
め
に
は
、
「
物
の
存
在
体
制
に
根
源
的
な
と
こ
ろ
で
は
対
応

し
な
い
把
握
が
、
現
象
学
的
破
壊
に
よ
っ
て
除
去
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

ら
な
い
。
」
（
ω
．
凸
）
　
こ
の
破
壊
に
よ
っ
て
、
伝
統
的
な
概
念
規
定
の
も

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

た
ら
す
隠
蔽
が
通
過
さ
れ
て
は
じ
め
て
、
物
の
真
の
存
在
様
態
が
際
立
っ

て
く
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
手
続
き
が
と
ら
れ
る
の
は
、
物
に
つ
い
て
の
分
析
だ
け
で
は

な
い
。
続
い
て
遂
行
さ
れ
る
道
具
の
分
析
、
さ
ら
に
「
作
品
と
真
理
」
の

新
　
刊
　
紹
　
介

部
分
で
行
わ
れ
る
真
理
や
蹟
界
等
に
つ
い
て
の
存
在
論
的
分
析
も
、
著
者

に
よ
れ
ば
、
こ
の
現
象
学
の
基
．
本
手
続
き
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
て
い
る
。

い
や
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
い
わ
ゆ
る
解
釈
学
的
状
況
の
中
を
芸
術

の
本
質
を
求
め
て
帰
環
的
に
進
行
す
る
と
い
う
、
こ
の
『
根
源
』
論
文
全

体
の
展
開
も
ま
た
、
こ
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
独
自
の
現
象
学
的
な
方
法
に
従
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
常
に
ま
ず
遂
行
さ
れ
て
い
る
の
は
還
元
と

ヘ
　
　
　
へ

破
壊
の
乎
続
き
で
あ
る
。
即
ち
、
ま
ず
「
物
と
作
品
」
の
部
分
で
、
芸
術

作
品
の
本
質
を
捜
し
求
め
て
ゆ
く
た
め
の
出
発
点
が
確
保
さ
れ
る
。
つ
ま

り
、
作
融
の
下
部
構
造
と
し
て
の
「
物
」
か
ら
出
発
す
る
と
い
う
、
慣
例

的
な
方
法
が
斥
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
慣
例
的
な
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

が
も
た
ら
す
隠
蔽
も
通
過
さ
れ
て
ゆ
く
。
こ
う
し
て
、
芸
術
作
品
の
存
在

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

構
造
を
概
念
的
に
構
成
し
て
ゆ
く
た
め
の
準
備
が
整
え
ら
れ
た
わ
け
で
あ

る
。
具
体
的
に
這
え
ば
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
こ
こ
で
、
農
婦
の
靴
と
い
う
道

具
を
描
い
た
一
枚
の
絵
画
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
に
対
す
る
、
哲
学
以
前
の

直
接
的
な
経
験
を
ま
ず
記
述
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
芸
術
作

品
は
す
ぐ
れ
た
仕
方
で
存
在
老
の
莫
の
存
在
様
態
を
示
す
こ
と
が
確
認
さ

れ
、
「
真
理
が
自
己
を
作
動
に
も
た
ら
す
」
（
ω
δ
7
ぎ
ω
－
≦
⑦
鱒
－
ω
Φ
臼
①
上

高
興
壽
剛
肖
ロ
魯
）
と
い
う
、
農
商
が
作
品
で
あ
る
こ
と
の
先
行
的
規
定

が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
．
そ
れ
だ
け
で
は
ま
だ
概
念
的
に
明
確
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

把
握
で
は
な
い
。
こ
の
規
定
は
、
構
成
と
さ
ら
な
る
破
壊
と
に
よ
っ
て
一

層
確
実
な
も
の
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
「
作
品
と
真
理
」
の

部
分
以
降
で
は
、
存
在
へ
の
問
い
と
い
う
包
括
的
な
地
平
か
ら
積
極
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

に
、
作
品
が
作
品
で
あ
る
こ
と
へ
の
接
近
が
試
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
但

し
、
作
品
の
存
在
構
造
が
こ
う
し
て
存
在
論
的
に
主
題
化
さ
れ
る
た
め
に

＝
一
七
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は
、
伝
統
的
な
芸
術
把
握
が
も
た
ら
す
隠
蔽
が
通
過
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
同
時
に
、
芸
術
の
本
質
を
芸
術
家
の
方
か

ら
把
握
し
よ
う
と
す
る
、
従
来
自
明
と
さ
れ
て
き
た
方
法
が
斥
け
ら
れ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
考
察
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

フ
ォ
ン
・
ヘ
ル
マ
ン
氏
は
、
『
根
源
』
を
芸
術
と
い
う
事
象
の
ひ
と
つ
の

現
象
学
的
な
呈
示
と
し
て
扱
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の
著
者
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

『
根
源
』
の
中
に
、
　
ハ
イ
デ
ガ
ー
自
身
の
現
象
学
的
方
法
そ
の
も
の
の
畢

示
を
見
て
取
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

二

　
本
雷
の
第
二
篇
は
、
『
根
源
』
の
「
作
品
と
真
理
」
の
部
分
に
対
応
す

る
。
こ
こ
で
著
者
は
、
先
行
的
に
示
さ
れ
た
芸
術
の
本
質
規
定
が
、
一
般

存
在
論
的
な
問
い
か
け
の
中
で
概
念
的
に
関
確
化
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
を
追

跡
し
て
ゆ
く
。
著
者
が
ま
ず
問
題
に
す
る
の
は
、
世
界
と
大
地
と
の
闘
い

（
ω
賃
Φ
誇
く
§
≦
o
＝
o
鼠
甲
山
Φ
）
と
し
て
示
さ
れ
る
存
在
論
的
差
異

（
o
馨
9
0
σ
Q
冴
。
7
0
U
銀
霞
。
葭
）
の
問
題
（
第
【
章
、
第
二
章
）
で
あ
り
、
次

い
で
真
理
の
根
源
的
生
起
の
問
題
（
第
三
童
）
で
あ
る
。

　
芸
術
の
作
品
の
中
で
は
、
存
在
者
の
非
隠
蔽
性
（
q
謬
く
魯
び
◎
薦
①
暮
。
ご

と
し
て
の
真
理
が
生
起
す
る
と
さ
れ
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
こ
の
真
理
が

生
起
す
る
様
子
を
、
「
物
と
作
品
」
の
後
半
部
で
は
、
農
婦
の
靴
を
描
い

た
ゴ
ッ
ホ
の
絵
の
も
と
で
、
「
作
品
と
真
理
」
の
部
分
で
は
ギ
リ
シ
ア
神

殿
を
例
に
挙
げ
て
描
写
し
て
い
る
。
フ
ォ
ン
・
ヘ
ル
マ
ン
氏
に
よ
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
記
述
は
決
し
て
中
途
半
端
な
詩
的
描
写
の
よ
う
な
も
の
と
し
て

読
ま
れ
て
は
な
ら
な
い
。
確
か
に
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
記
述
は
、
　
一
見
し
た
と

一
二
八

こ
ろ
、
盗
塁
的
で
偶
然
的
な
も
の
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

ら
は
、
存
在
者
の
非
隠
蔽
性
と
い
う
現
象
が
前
存
在
論
的
に
直
接
経
験
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

れ
る
姿
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
厳
密
に
解
釈
さ
れ
た
上
で
、
存
在

た
　
　
　
へ

論
的
に
主
題
化
さ
れ
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
現
に
ハ
イ
デ
ガ
ー
自
身
も
こ
こ
か
ら
、
作
品
が
作
品
で
あ
る
こ
と
の
二

つ
の
本
質
特
性
（
≦
①
ω
o
屋
昌
σ
Q
Φ
）
を
引
き
出
し
て
く
る
。
そ
の
一
つ
は

「
世
界
を
た
て
る
こ
と
」
（
U
霧
》
繰
。
。
θ
亀
。
昌
①
ぎ
貿
≦
①
一
け
）
で
あ
り
、
も

う
一
つ
は
「
大
地
を
ひ
き
出
す
こ
と
」
（
H
）
9
◎
ω
　
甲
肖
①
同
q
謄
け
Φ
＝
Φ
P
儀
Φ
吋
　
H
W
H
伽
①
）

で
あ
っ
て
、
こ
の
両
者
が
共
に
所
属
し
合
っ
て
作
贔
の
統
一
を
形
作
っ
て

い
る
姿
を
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
「
闘
い
」
（
ω
嘗
舞
）
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
し
て

著
者
に
よ
れ
ば
、
世
界
と
大
地
と
の
こ
の
相
互
の
闘
い
の
内
に
は
、
「
世

界
の
開
か
れ
（
○
罐
Φ
冨
ず
O
陣
け
）
と
、
内
世
界
的
な
大
地
の
顕
在
性
（
○
欝
㌣

訂
時
無
）
と
の
問
の
存
在
論
的
差
異
（
o
髪
。
♂
σ
q
ぎ
げ
o
U
黙
賃
。
自
）
の

問
題
が
、
転
回
（
囚
Φ
聞
。
）
以
降
、
さ
ら
に
思
索
を
深
め
た
形
で
内
包
さ

れ
て
い
る
」
（
本
書
、
ω
．
H
お
）
の
で
あ
る
。
1
著
者
は
こ
こ
で
、
世
界

と
大
地
と
の
共
属
（
N
呂
p
ヨ
ヨ
窪
σ
q
①
『
黛
象
）
が
芸
術
作
品
に
限
定
さ
れ

な
い
と
い
う
こ
と
に
如
意
を
促
し
て
い
る
。
つ
ま
り
著
者
は
、
世
界
と
大

地
と
の
闘
い
を
、
芸
術
と
い
う
特
殊
領
域
の
範
囲
を
越
え
た
一
般
存
在
論

的
な
規
定
と
し
て
解
明
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
「
世

界
」
は
存
在
者
の
全
体
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
世
界
と
は
、
決
し

て
存
在
者
と
は
さ
れ
得
な
い
も
の
の
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
世

界
と
は
、
そ
の
中
で
存
在
す
る
存
在
者
（
図
心
口
Φ
N
≦
①
一
け
一
一
〇
げ
　
ω
O
陣
①
操
縦
①
o
α
）

を
全
体
と
し
て
顕
在
化
（
O
h
h
①
嵩
げ
帥
脱
≦
①
甘
雨
O
昌
）
さ
せ
る
も
の
の
こ
と
な
の

で
あ
る
。
一
方
、
「
大
地
」
は
存
在
者
の
全
体
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
大
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地
は
世
界
を
支
え
（
窪
p
。
σ
q
Φ
謬
）
、
世
界
を
か
く
ま
う
（
げ
臼
σ
q
魯
）
も
の
だ

と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
芸
術
作
品
の
い
わ
ゆ
る
素
材
と
呼

ば
れ
て
い
る
も
の
だ
け
が
「
大
地
」
と
し
て
立
ち
現
れ
て
く
る
の
で
は
な

い
。
我
々
は
、
道
具
の
内
に
も
自
然
の
草
物
の
内
に
も
、
様
々
な
形
を
と

っ
た
内
世
界
的
存
在
者
と
し
て
顕
在
化
す
る
大
地
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
わ
け
な
の
で
あ
る
。

　
次
い
で
『
根
源
』
で
は
、
非
隠
蔽
性
そ
の
も
の
の
生
起
が
、
「
明
る
み
」

（
＝
9
け
§
α
q
）
と
し
て
、
即
ち
露
呈
（
国
箕
げ
‘
。
円
α
q
窪
）
と
二
重
の
隠
蔽

（
＜
魯
ぴ
。
「
σ
q
Φ
説
く
臼
器
σ
q
Φ
7
く
①
屋
8
一
】
曾
）
の
共
属
と
し
て
示
さ
れ
、
そ

し
て
そ
の
構
造
が
分
析
さ
れ
る
。
こ
こ
で
著
者
は
、
ま
ず
道
具
か
ら
世
界

へ
、
そ
し
て
世
界
か
ら
真
理
へ
と
い
う
『
根
源
』
に
お
け
る
問
い
の
進
行

が
、
『
存
在
と
時
間
』
に
お
け
る
論
理
の
筋
道
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。
著
者
に
よ
る
解
釈
の
方
針
は
も
は
や
明
瞭
で
あ
ろ
う
。

薯
者
が
証
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
「
『
根
源
』
の
中
で
ハ
イ
デ
ガ
ー

が
思
索
し
て
い
る
事
柄
は
：
…
・
転
回
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
基
本
姿
勢
に

組
み
込
ま
れ
た
新
し
い
考
え
で
は
な
く
て
、
『
存
在
と
時
聞
』
に
お
け
る

基
本
思
想
の
継
続
的
形
成
で
あ
る
」
（
ω
』
ヨ
）
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ

る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
明
る
み
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
開
示
性
（
朝
H
‘

。。

所
M
。
ω
ω
①
昌
プ
蝕
け
）
か
ら
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
拒
絶
（
＜
①
誘
m
σ
q
o
嵩
）

は
開
示
性
の
無
化
と
し
て
の
死
と
、
偽
装
（
＜
頸
。
。
仲
亀
窪
）
は
非
本
来
的

な
様
態
で
の
開
示
性
と
、
そ
れ
ぞ
れ
緊
密
な
関
連
を
保
っ
て
お
り
、
ハ
イ

デ
ガ
ー
の
思
索
の
連
続
性
と
深
化
を
窺
わ
せ
て
い
る
。

新
刊
紹
介

三

　
本
書
の
第
三
篇
は
、
『
根
源
』
の
「
真
理
と
芸
術
」
の
部
分
に
対
応
す

る
。
こ
こ
で
藤
巻
は
、
ま
ず
存
在
論
的
差
異
と
創
造
（
0
0
0
げ
①
略
h
O
P
）
と

の
関
連
を
問
題
に
す
る
。
（
第
一
章
）
次
い
で
著
者
は
、
作
品
の
保
存

（
b
d
。
≦
聾
凄
5
σ
q
）
の
問
題
（
第
二
章
）
と
、
作
品
に
お
け
る
物
的
な
と
こ

ろ
（
U
器
U
ぱ
⑳
げ
m
津
Φ
山
。
。
・
囚
娼
諺
け
≦
Φ
罪
過
）
の
問
題
（
第
三
章
）
に
簡

単
に
触
れ
た
後
、
最
後
に
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
芸
術
の
本
質
と
し
て
提
示
し

た
「
詩
作
」
（
U
δ
窯
§
σ
q
）
と
い
う
概
念
の
吟
味
を
行
っ
て
い
る
。
（
第
四

章
）　

伝
統
的
な
芸
術
把
握
に
よ
れ
ば
、
芸
術
の
本
質
は
人
間
の
芸
術
活
動
、

特
に
天
才
的
な
芸
術
家
の
創
造
活
動
か
ら
把
握
さ
れ
る
。
し
か
し
ハ
イ
デ

ガ
ー
は
こ
う
し
た
抱
握
を
斥
け
た
。
つ
ま
り
芸
術
作
品
の
本
質
が
そ
う
で

あ
っ
た
の
と
同
様
に
、
人
問
の
芸
術
活
動
の
本
質
も
、
作
品
の
中
で
生
起

す
る
非
隠
蔽
性
と
し
て
の
真
理
の
方
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

と
し
た
の
で
あ
る
。
フ
ォ
ン
・
ヘ
ル
マ
ソ
氏
は
、
こ
こ
で
世
界
と
大
地
、

存
在
と
存
在
者
と
の
関
係
が
再
び
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
そ

の
証
拠
と
し
て
同
氏
が
提
出
し
て
い
る
の
は
、
一
九
五
六
年
に
書
か
れ
た

レ
ク
ラ
ム
肥
版
『
根
源
』
へ
の
付
記
（
N
¢
ω
簿
N
）
や
、
レ
ク
ラ
ム
版
の
自
家

用
本
に
ハ
イ
デ
ガ
ー
自
身
が
書
き
込
ん
で
い
た
欄
外
の
註
（
全
集
版
『
森

の
道
』
に
収
録
）
等
で
あ
る
。
こ
う
し
た
資
料
が
証
言
し
て
い
る
よ
う
に
、

ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
索
は
常
に
こ
の
存
在
論
的
差
異
と
い
う
問
題
に
向
け
ら

れ
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
。

　
著
者
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
『
存
在
と
持
間
』
で
は
、
世
界
の
開
か
れ

＝
一
九
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（
○
亀
Φ
コ
ゴ
O
一
け
）
は
、
内
世
界
的
存
在
者
（
肩
口
費
≦
o
鑓
ざ
ゲ
o
o
鉱
Φ
昌
畠
窃
）

が
顕
在
化
す
る
た
め
の
可
能
性
の
条
件
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し

「
転
回
」
以
降
、
こ
の
関
係
は
、
両
老
が
共
に
所
属
し
合
う
姿
（
N
器
。
讐
ー

ヨ
窪
σ
q
①
げ
α
臥
α
q
）
と
し
て
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
著
老
は
言
う
。
非

隠
蔽
性
の
開
か
れ
ば
、
存
在
者
の
中
へ
自
己
を
は
め
こ
む
（
o
汐
ユ
。
》
・

8
⇔
）
か
或
い
は
存
在
者
の
中
で
自
己
を
か
く
ま
う
（
げ
①
贔
魯
）
か
、
邸

ち
本
来
的
か
非
本
来
的
か
の
い
ず
れ
か
の
仕
方
で
生
起
す
る
と
さ
れ
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

し
て
作
贔
の
創
造
と
は
、
こ
の
真
理
そ
の
も
の
の
方
か
ら
の
本
来
的
生
起

（
自
己
を
存
在
者
に
は
め
こ
む
こ
と
）
を
、
存
在
者
（
芸
術
作
品
の
大

地
）
の
中
に
も
た
ら
し
固
定
す
る
こ
と
だ
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ

て
、
創
造
と
は
、
ま
ず
存
在
者
と
し
て
の
芸
術
作
品
を
顕
在
化
さ
せ
る
こ

と
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
そ
れ
は
、
芸
術
作
品
が
そ
こ
へ
と
ひ
き
田
さ

れ
て
ゆ
く
開
か
れ
を
、
存
在
者
と
し
て
の
芸
術
作
品
に
、
か
く
ま
わ
せ
る

の
で
は
な
く
明
け
（
観
。
｝
洋
藍
）
さ
せ
る
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
い
て
創
造
と
い
う
概
念
は
、
注
目
す
べ
き
二
重
性
格
を

示
し
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
門
こ
の
謎
に
充
ち
た
二
重
性
格
こ
そ
、

ハ
イ
デ
ガ
ー
の
芸
術
哲
学
の
中
心
思
相
心
」
（
本
田
、
ω
●
b
。
α
O
）
に
他
な
ら
な

い
。
尚
、
こ
こ
で
著
者
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
る
芸
術
美
の
概
念
規
定
の

考
察
も
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
芸
術
美
と
は
、
存
在
者
に
は
め

こ
ま
れ
た
非
隠
蔽
性
の
輝
き
（
ω
o
ず
①
ぎ
⑦
冨
）
で
あ
る
。
つ
ま
り
芸
術
…
美
も

ま
た
、
作
品
の
中
で
生
起
す
る
真
理
か
ら
の
み
、
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
い

う
わ
け
な
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
創
造
さ
れ
た
芸
術
作
品
を
受
容
す
る
行
為
は
、
美
学
の
慣

例
に
従
う
な
ら
ば
、
い
わ
ゆ
る
美
的
体
験
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
ハ
イ
デ

二
二
〇

ガ
ー
は
、
こ
れ
に
対
し
て
「
保
存
」
（
ヒ
d
o
箋
⇔
冨
§
σ
q
）
と
い
う
語
を
用
い

た
。
保
存
と
は
、
芸
術
作
品
を
美
的
対
象
と
し
て
体
験
す
る
こ
と
で
は
な

い
。
保
存
と
は
、
作
品
の
中
で
一
度
生
起
し
た
真
理
を
直
接
経
験
の
中
で

生
起
さ
せ
続
け
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
著
者
は
こ
の
保
存
と
い
う
概
念

を
、
開
示
性
の
本
来
的
様
態
、
即
ち
覚
悟
性
（
填
り
謬
再
ω
O
ゴ
一
〇
6
ゆ
。
謄
O
昌
ゲ
O
置
け
）
に

お
い
て
実
存
す
る
こ
と
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。

　
続
い
て
『
根
源
』
で
は
、
物
の
物
的
な
と
こ
ろ
は
芸
術
作
品
に
お
け
る

大
地
の
方
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
簡
単
に
示
さ
れ
、
そ
の

後
、
人
間
の
芸
術
活
動
一
般
の
本
質
が
「
詩
作
」
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て

説
明
さ
れ
る
。
そ
し
て
著
者
は
、
再
び
『
存
在
と
時
間
』
と
の
関
連
に
お

い
て
こ
の
概
念
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
と
い
う
の
も
、
「
（
い
わ
ゆ
る
）
狭

義
の
詩
作
が
他
の
芸
術
ジ
ャ
ン
ル
に
対
し
て
持
つ
す
ぐ
れ
た
地
位
は
、
存

在
巻
の
非
隠
蔽
性
と
言
語
と
の
問
の
本
質
連
関
か
ら
生
じ
る
」
（
ω
．
ω
卜
。
同
）

も
の
で
あ
り
、
「
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
こ
の
本
質
連
関
を
、
既
に
『
存
在
と

時
聞
』
に
お
い
て
、
基
礎
的
な
と
こ
ろ
で
体
系
的
に
仕
上
げ
て
い
た
」

（
9
。
。
8
）
か
ら
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
『
存
在
と
時
間
』
で
は
、
言
語

（
G
o
℃
墨
。
冨
）
の
存
在
論
的
な
土
台
と
な
る
「
話
」
（
勾
①
恥
Φ
）
が
、
現
存

在
の
「
現
」
（
U
p
）
を
構
成
す
る
「
理
解
」
（
く
賃
ω
8
冨
昌
）
と
「
情
態

性
」
（
b
ご
①
囲
ぎ
象
。
算
葺
）
と
を
等
根
静
的
に
規
定
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い

た
。
（
＜
α
q
「
ω
鱒
伽
窓
）
但
し
『
根
源
』
で
は
「
話
」
と
い
う
語
は
用
い

ら
れ
な
い
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
『
根
源
』
で
は
そ
れ
に
代
っ
て
、
広
義
の

詩
作
の
本
質
と
し
て
の
「
明
け
る
企
投
」
（
一
ざ
ぽ
。
鼠
巽
国
翼
乏
霞
目
）
と

い
う
概
念
が
示
さ
れ
、
「
芸
術
と
言
語
と
の
本
質
連
関
」
（
ω
●
ω
詔
）
が
こ

れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
Q
ま
た
こ
こ
で
著
者
は
、
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「
詩
作
は
確
か
に
芸
術
の
本
質
で
は
あ
る
が
、
芸
術
の
範
囲
を
越
え
て
包

括
的
」
（
ω
●
ω
。
。
膳
）
で
あ
る
こ
と
に
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。
つ
ま
り
芸
術

作
品
に
限
ら
ず
一
般
に
、
存
在
者
の
非
隠
蔽
性
は
、
言
語
の
本
質
と
し
て

の
こ
の
広
義
の
詩
作
に
よ
っ
て
規
定
を
受
け
て
生
起
す
る
と
言
う
の
で
あ

る
。

　
さ
ら
に
、
『
根
源
』
に
よ
れ
ば
、
詩
作
は
、
「
贈
与
」
・
「
根
拠
づ
け
」
・

「
開
始
」
と
い
う
三
つ
の
様
態
（
ω
o
ゲ
④
巳
8
P
O
乙
巳
窪
”
諺
コ
富
コ
σ
q
Φ
口
）

が
連
動
し
て
真
理
が
設
立
（
ω
無
題
冨
）
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。
著
者
は
、
人
間
の
芸
術
活
動
を
構
成
す
る
、
設
立
の
こ
の
三
つ
の
様

態
が
、
実
は
、
『
存
在
と
露
語
』
で
示
さ
れ
た
「
関
心
」
（
ω
o
茜
。
）
を
構

成
す
る
三
つ
の
実
存
範
疇
（
趨
×
一
ω
ぼ
O
＝
N
凶
⇔
一
凹
①
コ
）
、
即
ち
「
企
投
」
（
閏
工
学

≦
母
m
）
、
「
被
敵
性
」
（
O
㊦
毒
。
昧
Φ
p
財
⑦
搾
）
、
「
も
と
で
の
存
在
」
（
ω
①
ぎ
・

げ
9
）
に
そ
れ
ぞ
れ
対
癒
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
著
老
の
解
釈

に
よ
れ
ば
、
人
間
の
芸
術
活
動
は
、
非
隠
蔽
性
と
し
て
の
真
理
と
実
存
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

が
脱
臼
的
に
関
連
す
る
、
ひ
と
つ
の
す
ぐ
れ
た
様
態
に
他
な
ら
な
い
。

　
こ
の
後
、
著
者
は
最
終
節
で
ヘ
ー
ゲ
ル
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
芸
術
哲
学
の

比
較
対
照
を
行
っ
て
い
る
。
ハ
イ
デ
ガ
…
は
『
根
源
』
の
「
あ
と
が
き
」

（
り
角
偶
O
ぴ
≦
O
憎
げ
）
の
中
で
、
い
わ
ゆ
る
「
芸
術
の
過
去
性
」
の
テ
ー
ゼ
に
論

及
し
た
。
著
者
は
こ
の
へ
～
ゲ
ル
の
テ
ー
ゼ
に
対
す
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
態

度
を
分
析
す
る
。
そ
し
て
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
、
芸
術
へ
の
哲
学
的
接
近
と
い

う
こ
と
に
関
し
て
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
と
は
逆
の
可
能
性
を
認
め
て
い
た
と
指

摘
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
と
っ
て
、
「
芸
術

の
本
質
を
思
索
す
る
こ
と
は
、
（
芸
術
の
生
成
の
た
め
の
）
『
先
駆
的
な
準

備
』
で
あ
る
。
」
（
ω
●
Q
。
謡
）
つ
ま
り
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
芸
術
へ
の

新
刊
紹
介

哲
学
的
接
近
は
将
来
の
芸
術
生
成
に
と
っ
て
不
可
欠
の
も
の
だ
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。
～
以
上
が
本
書
の
内
容
の
略
述
で
あ
る
。

四

　
『
根
源
』
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
批
判
的
な
解
釈
が
し
ば
し
ば
な
さ

れ
て
き
た
。
（
た
と
え
ば
を
・
譲
壱
。
ω
汀
葭
職
工
鵡
鷺
謎
き
ミ
§
貯
ミ
偽
・
3
…

鳶
ミ
ぎ
さ
鳶
、
諏
恥
き
ミ
簿
楠
§
賊
ミ
貯
§
§
ミ
き
ミ
軸
亀
§
器
§
的
簿
愚
．
¢
ご
鎌

×
類
同
’
μ
Φ
①
ω
層
ρ
℃
0
3
器
①
げ
ゴ
b
ミ
b
§
神
ミ
免
領
ミ
ミ
畿
鵠
斡
箆
ミ
§
偽
鴫
ミ
い
凸
一
8
ω
》

℃
ミ
8
愚
ミ
恥
§
賊
℃
ミ
妹
簿
魯
臨
熱
ミ
論
題
メ
ド
。
藁
等
）
　
本
書
は
こ
う

し
た
異
論
に
対
し
て
、
　
ハ
イ
デ
ガ
…
本
人
に
最
も
近
い
立
場
に
立
つ
著
者

か
ら
な
さ
れ
た
返
容
で
あ
る
。
巾
で
も
著
者
は
、
緒
言
の
記
述
等
か
ら
も

十
分
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
ペ
ゲ
ラ
ー
の
解
釈
に
反
論
す
る

と
い
う
こ
と
を
特
に
念
頭
に
置
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に

ペ
ゲ
ラ
ー
は
、
『
根
源
』
か
ら
「
芸
術
哲
学
」
を
読
み
取
ろ
う
と
は
し
な

い
。
ま
た
ペ
ゲ
ラ
ー
は
、
『
根
源
』
を
、
当
身
の
政
治
的
情
勢
か
ら
逃
避

し
た
い
わ
ば
ロ
マ
ン
主
義
的
な
立
場
に
基
づ
く
論
文
で
あ
る
と
性
格
づ

け
、
し
か
も
そ
の
ロ
マ
ン
主
義
的
な
立
場
は
、
後
に
ハ
イ
デ
ガ
ー
自
身
に
．

よ
っ
て
放
棄
さ
れ
る
と
も
主
張
し
て
い
る
。

　
ペ
ゲ
ラ
ー
の
解
釈
を
は
じ
め
と
す
る
、
『
根
源
』
へ
の
こ
う
し
た
否
定

的
な
性
格
づ
け
に
対
し
て
、
フ
ォ
ン
・
ヘ
ル
マ
ソ
氏
は
、
コ
ン
テ
キ
ス
ト

に
注
意
を
払
い
な
が
ら
テ
キ
ス
ト
の
一
文
一
文
ご
と
の
解
釈
（
ω
9
。
肯
N
・
霞
7

ω
魯
N
－
H
箕
①
后
お
寅
二
〇
コ
）
を
遂
行
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
凝

縮
さ
れ
た
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
索
が
示
す
三
重
の
体
系
的
構
成
（
ω
誘
8
ヨ
p
。
－

二
に
）
を
解
き
明
か
し
て
、
批
判
的
な
論
者
の
異
論
に
答
え
て
ゆ
こ
う
と
・

＝
三
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意
図
し
た
の
で
あ
る
。
一
著
者
は
ま
ず
、
芸
術
作
品
、
芸
術
美
、
芸
術

創
造
、
芸
術
観
照
、
そ
し
て
芸
術
そ
れ
自
体
の
そ
れ
ぞ
れ
の
本
質
規
定
に

注
目
す
る
。
こ
の
五
つ
の
本
質
規
定
は
、
分
節
さ
れ
た
一
つ
の
全
体
の
中

で
、
共
に
所
属
し
合
っ
て
い
る
姿
で
示
さ
れ
る
。
こ
れ
が
ハ
イ
デ
ガ
ー
の

「
芸
術
哲
学
」
の
体
系
的
構
成
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し

芸
術
と
い
う
領
域
で
示
さ
れ
る
こ
の
体
系
的
構
成
を
、
事
象
に
即
し
た
形

で
呈
示
す
る
に
は
、
『
根
源
』
が
起
草
さ
れ
た
一
九
三
〇
年
代
中
期
に
お

け
る
ハ
イ
デ
ガ
…
の
思
索
の
基
本
姿
勢
に
目
を
向
け
て
、
そ
の
体
系
的
構

成
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
第
二
に
著
者
は
、
当
蒔
の
ハ

イ
デ
ガ
ー
が
存
在
へ
の
問
い
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
た
か
を
考
察

し
、
芸
術
と
い
う
個
別
領
域
の
外
で
も
効
力
を
持
つ
一
般
存
在
論
的
な
規

定
を
墨
示
し
よ
う
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
い
わ
ゆ
る
「
転
回
」
を
経
て
、
彼

の
思
索
は
多
少
の
変
貌
を
と
げ
た
。
従
っ
て
、
こ
の
時
期
の
ハ
イ
デ
ガ
ー

の
思
索
の
基
本
姿
勢
を
事
象
に
即
し
て
適
切
に
把
握
す
る
に
は
、
変
貌
以

前
の
基
本
姿
勢
の
現
れ
、
即
ち
主
著
『
存
在
と
時
間
』
を
導
き
の
糸
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
、
著
者
が
目
を
向
け
る
第
三
の
体
系
的

構
成
で
あ
る
。
著
者
の
こ
う
し
た
「
体
系
的
」
（
昌
ω
9
ヨ
巴
。
。
。
げ
）
解
釈

が
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
対
し
て
と
か
く
あ
り
が
ち
な
誤
鯉
を
取
り
除
く
と
共

に
、
彼
の
慰
索
差
響
が
内
包
す
る
三
聖
性
と
統
一
性
と
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
こ
と
は
、
既
に
見
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
「
転
回
」

と
は
、
思
索
の
道
の
中
断
や
駒
形
で
は
な
い
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
索
の
道

は
、
変
貌
を
と
げ
な
が
ら
も
『
存
在
と
蒋
間
』
に
お
け
る
基
本
姿
勢
に
基

づ
い
て
、
最
後
ま
で
同
じ
一
つ
の
も
の
を
保
持
し
続
け
て
い
た
と
著
者
は

主
張
す
る
の
で
あ
る
。

一
三
二

　
以
上
の
様
に
本
書
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
索
の
体
系
的
構
成
を
肌
理
の

細
か
い
解
釈
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
点
で
は
本
書
の
試
み

は
十
分
な
成
功
を
収
め
て
い
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
、
個
々
の

問
題
に
関
し
て
は
、
立
ち
入
っ
た
議
論
を
求
め
る
読
者
に
多
少
の
不
満
を

抱
か
せ
る
よ
う
な
点
が
二
三
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
『
根

源
』
の
中
で
「
芸
術
」
と
い
う
概
念
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と

は
今
さ
ら
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
本
書
で
は
、
こ
の
肝
腎
の
「
芸
術
」
と

い
う
概
念
に
つ
い
て
、
テ
キ
ス
ト
を
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
す
る
以
上
の
詳
し
い

説
明
は
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
著
者

は
、
緒
言
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
芸
術
哲
学
を
い
わ
ゆ

る
芸
術
と
い
う
特
殊
領
域
に
限
定
し
て
適
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
そ
れ
ほ
ど
自
明
の
こ
と
で
は
な
い
。
実
際
に

解
釈
を
行
っ
た
著
者
自
身
が
そ
の
こ
と
を
一
番
良
く
知
っ
て
い
る
は
ず
で

あ
る
。
な
る
ほ
ど
『
根
源
』
で
は
ギ
リ
シ
ア
神
殿
や
ゴ
ッ
ホ
の
絵
画
に
つ

い
て
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
た
と
え
ば
、
著
者
も
認
め
て
い

る
よ
う
に
、
芸
術
の
本
質
で
あ
る
と
さ
れ
た
詩
作
と
い
う
概
念
は
、
通
常

の
意
味
で
理
解
さ
れ
て
い
る
い
わ
ゆ
る
芸
術
の
範
囲
を
越
え
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
用
い
る
芸
術
と
い
う
語
の
意
味
の

範
囲
は
も
と
も
と
流
動
的
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
た
だ
ち
に
い
わ
ゆ
る

芸
術
の
領
域
に
適
用
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
実
際

非
常
に
困
難
な
限
定
の
作
業
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
ま
た
著

者
は
、
専
ら
『
存
在
と
時
間
』
を
出
発
点
に
し
て
解
釈
を
進
め
て
い
る

が
、
『
存
在
と
晴
間
』
を
重
視
す
る
こ
の
方
針
が
、
芸
術
概
念
の
限
定
作
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業
を
さ
ら
に
困
難
な
も
の
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
芸
術
」
と

い
う
概
念
が
『
根
源
』
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
扱
わ
れ
方
を
し
て
い
る
の

か
を
確
実
に
把
握
す
る
た
め
に
は
、
む
し
ろ
同
時
代
の
著
作
で
芸
術
を
扱

っ
た
も
の
を
、
も
っ
と
積
極
的
に
参
照
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う

す
れ
ば
、
た
と
え
ば
講
義
『
ニ
ー
チ
ェ
』
や
『
形
藩
上
学
入
門
』
等
と
の

関
連
の
中
で
、
芸
術
概
念
が
も
っ
と
掘
り
下
げ
ら
れ
た
形
で
把
握
さ
れ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
た
だ
、
私
と
し
て
は
こ
う
し
た
難
点
に
目
を
向
け
る
よ
り
も
、
む
し
ろ

本
書
の
、
註
釈
書
と
し
て
の
す
ぐ
れ
た
価
値
を
積
極
的
に
評
価
す
べ
き
だ

と
思
う
。
確
か
に
著
老
に
よ
る
解
釈
は
特
に
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
こ
の
解
釈
は
、
こ
れ
ま
で
未
公
開
で
あ
っ
た
様
々
な
資
料
に
よ
っ

て
裏
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
読
老
に
信
頼
感
を
与
え
る
も

の
で
あ
る
。
著
者
は
、
『
存
在
と
時
間
』
と
の
関
連
を
一
つ
一
つ
丁
寧
に
確

認
し
て
ゆ
き
な
が
ら
、
事
象
へ
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
独
自
の
接
近
の
姿
を
丹
念

に
記
述
し
て
い
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
全
集
が
着
々
と
公
刊
さ
れ
て
い
る
今
、

本
書
は
、
彼
の
芸
術
論
究
を
見
直
そ
う
と
す
る
者
に
と
っ
て
不
可
欠
の
基

本
的
な
文
献
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
尚
、
著
者
は
現
在
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
哲
学
第
一
講
座
断
属
の
教
授

で
あ
る
。
主
な
著
作
に
は
、
他
に
b
時
向
亀
雰
織
ミ
恥
尋
羅
封
馬
§
N
録

罫
馬
書
鳶
（
H
O
2
y
b
o
恥
§
も
ミ
捻
、
タ
浴
蹄
§
駄
ミ
ミ
き
ミ
ミ
9
、
、
N
§
鋳

（H

n
譲
Y
聖
題
ミ
N
N
§
翫
ミ
偽
§
ミ
ミ
職
§
§
誉
恥
b
恥
隔
ら
§
，
鷺
妬
（
μ
㊤

謡
y
防
袋
ミ
寒
こ
ミ
載
b
翁
馬
謡
9
N
ミ
恥
蓉
越
旨
識
§
§
蓑
．
．
留
§
§
叙

曽
篇
．
．
（
μ
⑩
謡
）
が
あ
る
。
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